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宗教』、ヨルダン社、1981年、106頁）と述べ、「無を克服して存在を肯定するということは、主体的な
「勇気」ではなく、客観的な「救済」において生起すると考えざるをえないのである」(同頁)と批判し
ている。しかし、ティリッヒの勇気の概念は単に「主体的」であるのではない。ティリッヒは非存在の
脅威にさらされている人間の究極的に関わられることにおける不安の克服を考えているのであり、その
意味で、勇気とはまさに救済の事柄である。 
(4) ここでの象徴の機能規定は主に Tillich[1928]を参照した。ティリッヒの象徴論としてまとまった最初の
ものは Tillich[1928]であり、そこで示される機能規定は非本来性、直観性、自力性、承認性の四つであ
る。この基本的な枠組みはその後の展開においても保たれている。また、象徴の真理性の基準について
も繰り返し述べられるが、そこでも本文でとりあげた二点は一貫して述べられる。 
なお、ティリッヒの象徴論の成立と展開については、芦名定道「パウル・ティリッヒと象徴の問題」『基
督教学研究』第７号、京都大学基督教学会、1984年を参照。 
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